
古城十忍の、俳優のための基礎技術
ワークショップ２日間 #2/#3

（＃１の受講経験の有無は＃２，＃３の受講に関係ありません）

Ⅰ.〈声と体をコントロールするための〉

中心軸／重心／緊張と弛緩／リズム／スローモーション
「フットワークのいい体と声」をつくるためのベーシックなエクササイズです。

Ⅱ.〈会話の技術のための〉

スイッチング／共同体と対立／ポジショニング
「セリフを受ける」とはどういうことかを「外郎売」をテキストに実践します。

講師■古城十忍 インストラクター■奥村洋治・関谷美香子（ワンツーワークス）

#2 ■日時■10月15日（土）＆16日（日） PM1:30→PM8:00
※１日のみの受講はできません。両日とも食事休憩を１回挟みます。

会場■中野富士見町・Studio VAD（スタジオ ヴァド）

#3 ■日時■1２月17日（土）＆18日（日） PM1:30→PM8:00
※１日のみの受講はできません。両日とも食事休憩を１回挟みます。

会場■西新宿・芸能花伝舎 S1-B

定 員■20名程度 ※書類選考があります。＃２、＃３のどちらか１回、または２回とも参加、いずれもOKです。

受講条件■会話の技術では「外郎売」をテキストとして使います。冒頭から「神のごとし」までを覚えて、すらすら言えるように

してきてください。また、運動ができる靴・服装が必要です。 ※「外郎売」は裏面参照。

受 講 料■10,000円

申込方法■裏面の必要事項をご記入の上、ＦＡＸまたは郵送でお送りください。

申込締切■＃２：10月７日（金）／＃３：12月9日（金）

※書類選考の結果はそれぞれ10月10日／12月12日までにご連絡します。その際に会場の地図をお送りいたします。

送 付 先■FAX：03-5929-9131

郵送：〒166-0004 杉並区阿佐谷南1-8-3-101 ワンツーワークスWS係

お問合せ■ワンツーワークス tel：03-5929-9130 担当：安田／藤川

http://www.onetwo-works.jp



ワークショップ参加申込用紙 FAX：03-5929-9131

参加希望 ワークショップ#2 2011年10月15日（土）＆16日（日） 会場：Studio VAD（スタジオ ヴァド）

（希望日に○）

ワークショップ#３ 2011年12月17日（土）＆18日（日） 会場：芸能花伝舎

氏名í 性別í 男 ・ 女 生年月日í 年 月 日（満 歳）
ふりがな

所属団体名í 俳優歴í約 年

連 住所í〒

絡

自宅ＴＥＬí 携帯電話í

先

自宅ＦＡＸí メールアドレスlí

このワークショップを受講したい理由í

※ご記入いただいた個人情報は法令そのほかの規範を遵守し、安全に保管・管理し、本ワークショップを実施するための連絡、

当日運営用の参加者名簿作成、今後のワンツーワークス主催のワークショップ等の情報提供以外には使用致しません。

お問い合せ■劇団ワンツーワークス 〒166-0004 杉並区阿佐谷南1-8-3-101 tel.03-5929-9130 fax.03-5929-9131
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